7.胎児胎盤系機能検査法について(第541回千葉医学会例会・昭49和年度産婦人科分科) by 小林,充尚
〔千葉医学 51，295，1975J 
〔学会〕 第 541回千葉医学会例会
昭 49和年度産婦人科分科会
日時:昭和 49年 12月 7日
場所: 千葉大学医学部附属病院屋階大講堂 
1. 子宮頚癌の早期診断
貝田豊郷(千大)
子宮類癌の早期診断の一環として，まず千葉県下の集
団検診の現況を報告し， 問題点として対象外の 20才台
の癌の存在をあげた。つぎにコルポ診，細胞診は充来組
織診を行なうための単なる補助手段とみなされてきた
が，最近の進歩により，この域を脱しつつある。そこで
教室の研究成績を基に，今後三者各々自主性のある検診
法として各々の精度を高めることにより，始めて全体と
しての早期診断の向上が可能であることを強調した。 
2. 最近の無排卵患者の治療
!渇光倫(千大)
視床下部一下垂体一卵巣系と排卵の関係，さらに排卵・
障害の病理と病態を述べた。われわれは一定の schedu-
leに従って無排卵患者の治療を行なってきたが， 結局
は gonadotropin(G)療法に頼らざるを得ない。内視
鏡で卵巣に強度の萎縮が認められるもの， および血中 
FSH値の高いものは G療法にも反応しないが，それ以
外にもこれで排卵しないものがいるので， G療法適応患
者の診断を論じた。最後に Amenorrhea-galactornhea
患者の bromseriptinによる治療を述べた。 
3. 実地医家の行なう新生児重症黄痘の検査と治療
鈴木義雄(鈴木産婦人科)
新生児重症黄櫨の検査・治療は原則として大規模施設
において実施されるべきものと考える。しかしながら実
状においては， 受入病床のない場合， または，休日等に
は，実地医家でも止むを得ず緊急避難行為として交換輸
血を行なうこともあり得る。その際に小規模施設でも行
ない得る簡略化したピリルピン定量法・交換輸血・光線
療法の実技について述べた。 
4. 	 当院における分娩の統計
白幡光(巻石堂病院)
昭和 44年 i月より昭和 48年 12月までの当院分娩 
5918例につき調査を行ない，つぎの結果を得た。 
①男女別では男 3063例女 2855例で男が多い。②分娩
予定日で、は超過が 51.4%と多く，その平均日数は 7.96 EI 
であった。③出生時体重平均男 3254g女 3173g。④骨
盤位は 3%であり，その 9割は経腫分娩であった。⑤帝
切は 2%。適応として前回帝切が増加。⑥双胎は 250例
に l例。⑦その他，分娩時間帯，児仮死，新生児黄直，
奇型等について統計的観察を試みた。 
5. 先天異常の発生と予防
新井一夫(千大)
先天異常の成因は 1)遺伝によるもの， 2)環境要因
によるもの， 3)両者共に関係をもつものに分けて考え
られる。環境要因については既に発表した通りで， .今回
は遺伝要因を主とし，遺伝様式，近親婚の問題に触れ，
遺伝相談の必要性を強調した。
6. 純毛性腫蕩の問題点
工藤純孝(千大)
繊毛性腫場は産科婦人科において今日なお多くの問題
を拘えている疾患である。その管理面における繊毛性疾
患登録制度は本県においても昭和 49年度より実施する
に至った。しかしながらその成因，治療法には未だ定説
なく，免疫学的な思考の導入が試みられているo 繊毛性
腫療の有する各種問題点，ことに免疫学的な面よりみた
問題点に触れた。 
7. 	 胎児胎盤系機能検査法について
小林充尚(千大)
胎児は胎盤を介して栄養吸収，排池等母体と密接に関
係し，酵素，ステロイド，蛋白ホルモン分泌に至る多彩
な機能を有し，胎児胎盤両者の協調により始めて一つの
作用が発揮される場合が多く，一つのユニットとして考
えられるに至っており，エストリオールはその最適例で
ある。胎児胎盤系機能検査法は多彩にわたるが，究極的
には母体より胎盤繊毛を perfuseする血流が， 胎児成
長の最重要な determinantであり，この意味で床脱落
!良中のコイ Jレ血管の病理形態学的，機能的検査法の確立
が望まれる。
